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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第69期

第３四半期
連結累計期間

第70期
第３四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日

自 平成27年４月１日

至 平成27年12月31日

自 平成26年４月１日

至 平成27年３月31日

売上高 (百万円) 320,204 345,407 434,279

経常利益 (百万円) 29,479 28,658 40,362

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 17,401 16,687 22,008

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 31,272 15,949 45,105

純資産額 (百万円) 195,936 217,578 206,871

総資産額 (百万円) 275,103 301,173 295,632

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 255.91 245.42 323.66

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 63.4 64.3 62.6
 

 

回次
第69期

第３四半期
連結会計期間

第70期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年10月１日

至 平成26年12月31日

自 平成27年10月１日

至 平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 88.97 67.41
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２  売上高には、消費税等は含まれていません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

４ 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としています。

 
 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　主要な関係会社の異動は、以下のとおりです。

（アジア・欧州セグメント）

TS TECH HUNGARY Kft.については、その重要性が増加したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含め

ています。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に異常な変動又は、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年12月31日）における連結業績は、主要客先からの受注

台数減少の影響はあるものの為替換算効果等により、売上高は3,454億７百万円と前年同期に比べ252億３百万円

（7.9％）の増収となりました。

利益面では、売上と同様に為替換算効果等により、営業利益は273億９百万円と前年同期に比べ13億44百万円

（5.2％）の増益となりました。経常利益は為替差損等の計上により286億58百万円と前年同期に比べ８億20百万円

（2.8％）の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は166億87百万円と前年同期に比べ７億13百万円（4.1％）の

減益となりました。

 

セグメントごとの業績は次のとおりです。

なお、第１四半期連結会計期間より、一部連結子会社において決算期変更、または、仮決算による決算期間の

変更を行いました。対象となる、ブラジル、中国、及び、インドを除くアジア・欧州の連結子会社の前年比較対象

期間は、平成26年１月１日～平成26年９月30日です。

仮決算に関する詳細は、「第４ 経理の状況　１ 四半期連結財務諸表　注記事項（連結の範囲又は持分法適用の

範囲の変更) (３)連結子会社の事業年度等に関する事項の変更」をご覧下さい。

　

（日本）

（単位：百万円）

 
前第３四半期

累計期間

当第３四半期

累計期間
前期比増減額 前期比増減率

売上高 66,785 68,609 1,824 2.7 ％

営業利益 5,158 6,116 957 18.6 ％
 

前期との主な増減理由

売上高 主要客先からの受注台数の減少はあったものの、機種構成の良化等により増収となりました。

営業利益 増収効果等により増益となりました。
 

 

（米州）

（単位：百万円）

 
前第３四半期

累計期間

当第３四半期

累計期間
前期比増減額 前期比増減率

売上高 161,033 184,982 23,949 14.9 ％

営業利益 11,575 7,879 △3,696 △31.9 ％
 

前期との主な増減理由

売上高 主要客先からの受注台数の減少はあったものの、為替換算効果等により増収となりました。

営業利益 増収効果はあったものの、モデルチェンジに伴う諸経費の増加等により減益となりました。
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（中国）

（単位：百万円）

 
前第３四半期

累計期間

当第３四半期

累計期間
前期比増減額 前期比増減率

売上高 72,626 74,253 1,626 2.2 ％

営業利益 12,162 13,021 859 7.1 ％
 

前期との主な増減理由

売上高 主要客先からの受注台数の減少はあったものの、為替換算効果等により増収となりました。

営業利益 増収効果に加えて、機種構成の良化等により増益となりました。
 

 
（アジア・欧州）

（単位：百万円）

 
前第３四半期

累計期間

当第３四半期

累計期間
前期比増減額 前期比増減率

売上高 43,351 43,963 612 1.4 ％

営業利益 2,238 3,655 1,417 63.3 ％
 

前期との主な増減理由

売上高 主要客先からの受注台数の減少はあったものの、為替換算効果等により増収となりました。

営業利益 増収効果に加えて、機種構成の良化等により増益となりました。
 

　

また、事業別の売上高については次のとおりです。

（単位：百万円）

 前第３四半期

累計期間

当第３四半期

累計期間 前期比増減額 前期比増減率

 構成比  構成比

 二輪事業 4,639 1.5 ％ 4,697 1.4 ％ 58 1.3 ％

 四輪事業 311,578 97.3 ％ 335,944 97.3 ％ 24,365 7.8 ％

 （シート） 278,120 86.9 ％ 299,557 86.8 ％ 21,437 7.7 ％

 （内装品） 33,458 10.4 ％ 36,386 10.5 ％ 2,928 8.8 ％

 その他事業 3,986 1.2 ％ 4,765 1.3 ％ 779 19.5 ％

 合計 320,204 100.0 ％ 345,407 100.0 ％ 25,203 7.9 ％
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(2) 財政状態の分析

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、3,011億73百万円と前連結会計年度末に比べ55億41百万円の増

加となりました。これは、為替換算上の影響や主要客先からの受注減等により受取手形及び売掛金が減少となった

ものの、利益増加等により現金及び預金が増加したこと、及び新機種投資、中国における工場移転等により有形固

定資産が増加したことが主な要因です。

（負債）

負債合計は、835億94百万円と前連結会計年度末に比べ51億65百万円の減少となりました。これは、配当金の支

払い等によりその他の流動負債が減少したことが主な要因です。

（純資産）

純資産合計は、2,175億78百万円と前連結会計年度末に比べ107億７百万円の増加となりました。これは、為替換

算調整勘定が減少したものの、利益剰余金が増加したことが主な要因です。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、104億55百万円であり、研究開発活動の状況に重要な

変更はありません。

 

(5) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の状況に著しい変動はありません。

なお、当第３四半期連結累計期間末日における従業員数は次のとおりです。

平成27年12月31日現在

連結会社の従業員数(名) 16,002 (2,391)

提出会社の従業員数(名) 1,715 ( 239)
 

(注) １  連結会社の従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(  )内に当第３四半期連結累計期間の平均

臨時雇用人員を外数で記載しています。

２  提出会社の従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(  )内に当第３四半期累計期間の平均臨時

雇用人員を外数で記載しています。

３  臨時従業員には、パートタイマー、嘱託契約の従業員及び派遣社員を含んでいます。
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(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売の実績に著しい変動はありません。

 

(7) 主要な設備

① 当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動はありません。

② 当連結会計年度における主要な設備の新設等の計画について、当第３四半期連結累計期間に著しい変更が

あったものは以下のとおりです。

会社名又は事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容

投資予定額

資金調達方法 着手年月
完成予定
年月総額

(百万円)
既支払額
(百万円)

在外
子会
社

TS TECH ALABAMA, LLC
（アメリカ
 アラバマ州）

米州
建屋、四輪車
用シート製造
設備

1,870 1,403 自己資金
平成27年
４月

平成28年
３月

広州提愛思汽車
内飾系統有限公司
(中国広東省)

中国
建屋、四輪車
用シート製造
設備

4,675 3,048 自己資金
平成27年
４月

平成28年
３月
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 272,000,000

計 272,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 68,000,000 68,000,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は
100株です。

計 68,000,000 68,000,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
（百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成27年12月31日 － 68,000 － 4,700 － 5,121
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができませんので、直前の基準日である平成27年９月30日の株主名簿により記載しています。

① 【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 67,990,000 679,900 －

単元未満株式 普通株式 8,100 － －

発行済株式総数  68,000,000 － －

総株主の議決権 － 679,900 －
 

 

② 【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式） 埼玉県朝霞市栄町
1,900 － 1,900 0.0

テイ・エス  テック株式会社 三丁目７番27号

計 － 1,900 － 1,900 0.0
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第３四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しています。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年10月１日から平成

27年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 86,440 99,399

  受取手形及び売掛金 60,737 ※２  50,362

  商品及び製品 2,361 2,467

  仕掛品 4,351 3,790

  原材料及び貯蔵品 24,353 22,250

  その他 9,611 13,017

  貸倒引当金 △20 △20

  流動資産合計 187,836 191,267

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 32,170 32,517

   機械装置及び運搬具（純額） 15,861 18,539

   その他（純額） 30,737 30,792

   有形固定資産合計 78,769 81,849

  無形固定資産 3,183 2,813

  投資その他の資産 ※１  25,842 ※１  25,243

  固定資産合計 107,795 109,905

 資産合計 295,632 301,173

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 45,880 ※２  45,382

  電子記録債務 4,491 4,989

  短期借入金 1,674 2,165

  1年内返済予定の長期借入金 59 15

  未払法人税等 1,687 1,747

  引当金 3,786 2,903

  その他 20,789 ※２  16,742

  流動負債合計 78,369 73,944

 固定負債   

  長期借入金 9 2

  退職給付に係る負債 775 771

  その他 9,605 8,876

  固定負債合計 10,390 9,650

 負債合計 88,760 83,594
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,700 4,700

  資本剰余金 5,163 5,163

  利益剰余金 152,069 166,450

  自己株式 △3 △4

  株主資本合計 161,928 176,308

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 9,946 9,893

  為替換算調整勘定 12,810 7,119

  退職給付に係る調整累計額 247 290

  その他の包括利益累計額合計 23,004 17,302

 非支配株主持分 21,937 23,966

 純資産合計 206,871 217,578

負債純資産合計 295,632 301,173
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 320,204 345,407

売上原価 269,240 287,709

売上総利益 50,963 57,698

販売費及び一般管理費   

 荷造運搬費 2,972 4,516

 給料及び手当 10,619 12,279

 その他 11,407 13,592

 販売費及び一般管理費合計 24,998 30,388

営業利益 25,965 27,309

営業外収益   

 受取利息 942 869

 受取配当金 290 301

 受取地代家賃 141 134

 為替差益 1,476 －

 持分法による投資利益 569 379

 その他 246 216

 営業外収益合計 3,667 1,901

営業外費用   

 支払利息 101 113

 為替差損 － 382

 その他 51 56

 営業外費用合計 152 552

経常利益 29,479 28,658

特別利益   

 固定資産売却益 36 435

 受取保険金 48 62

 特別利益合計 84 497

特別損失   

 固定資産売却損 45 46

 固定資産除却損 122 258

 減損損失 8 14

 災害による損失 25 15

 その他 0 4

 特別損失合計 202 339

税金等調整前四半期純利益 29,361 28,817

法人税等 7,924 7,238

四半期純利益 21,436 21,578

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,035 4,890

親会社株主に帰属する四半期純利益 17,401 16,687
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 21,436 21,578

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 25 △53

 為替換算調整勘定 9,096 △5,659

 退職給付に係る調整額 713 117

 持分法適用会社に対する持分相当額 1 △33

 その他の包括利益合計 9,835 △5,629

四半期包括利益 31,272 15,949

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 26,626 12,691

 非支配株主に係る四半期包括利益 4,645 3,257
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 

当第３四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

TS TECH HUNGARY Kft.については、その重要性が増加したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含

めています。

 
(2) 変更後の連結子会社の数     35社

 
(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

連結子会社のうち、TS TECH DO BRASIL LTDA.、広州提愛思汽車内飾系統有限公司、広州徳愛康紡績内飾製品

有限公司、寧波保税区提愛思泉盟汽車内飾有限公司、寧波出口加工区提愛思泉盟汽車内飾有限公司、武漢提愛

思全興汽車零部件有限公司の決算日は12月31日です。

連結財務諸表の作成にあたっては、従来、同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取

引については、連結上必要な調整を行っていましたが、連結決算日である３月31日に仮決算を行い連結する方

法に変更しました。

　これに伴い、当第３四半期連結累計期間において、これら連結子会社の平成27年４月１日から平成27年12月

31日までの９ヶ月間の財務諸表を連結しています。

なお、当該変更に伴う平成27年１月１日から平成27年３月31日までの３ヶ月間の損益については、利益剰余金

で調整しています。

 
 

 

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」と

いう。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会

計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以

下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場

合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発

生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しました。また、第１四半期連結会計期間の期首以

後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合

日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更します。加えて、四半期純

利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変

更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っています。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項

（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結

会計期間の期首時点から将来にわたって適用しています。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

当第３四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対す

る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

て計算しています。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１  資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

(単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

投資その他の資産 △3 △4
 

 

※２  四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しています。なお、当第

３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期連結

会計期間末日残高に含まれています。

(単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

受取手形 － 23

支払手形 － 78

その他（設備関係支払手形） － 4
 

 

３  偶発債務

従業員の金融機関からの借入に対して、債務保証を行っています。

(単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

従業員（社員住宅ローン） 92 75
 

 

４  受取手形裏書譲渡高

(単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 23 －
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書の記載を省略しています。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれんの

償却額は、次のとおりです。

(単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

減価償却費 6,898 8,297

のれんの償却額 32 －
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式 2,039 30 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金

平成26年10月30日
取締役会

普通株式 2,039 30 平成26年９月30日 平成26年12月１日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月23日
定時株主総会

普通株式 2,039 30 平成27年３月31日 平成27年６月24日 利益剰余金

平成27年11月4日
取締役会

普通株式 2,243 33 平成27年９月30日 平成27年11月30日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３  株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 米州 中国
アジア・
欧州

計

売上高        

外部顧客への売上高 48,326 160,587 68,653 42,636 320,204 － 320,204

セグメント間の内部売上高
又は振替高

18,458 445 3,972 714 23,591 △23,591 －

計 66,785 161,033 72,626 43,351 343,796 △23,591 320,204

セグメント利益 5,158 11,575 12,162 2,238 31,135 △5,170 25,965
 

(注) １ セグメント利益の調整額△5,170百万円には、セグメント間取引消去△202百万円、親会社の本社管理部門に

かかる配賦不能営業費用△3,503百万円を含んでいます。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

 
報告セグメント

調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

日本 米州 中国
アジア・
欧州

計

売上高        

外部顧客への売上高 49,262 184,327 68,373 43,444 345,407 － 345,407

セグメント間の内部売上高
又は振替高

19,346 655 5,879 519 26,401 △26,401 －

計 68,609 184,982 74,253 43,963 371,809 △26,401 345,407

セグメント利益 6,116 7,879 13,021 3,655 30,673 △3,363 27,309
 

(注) １ セグメント利益の調整額△3,363百万円には、セグメント間取引消去486百万円、親会社の本社管理部門にか

かる配賦不能営業費用△3,807百万円を含んでいます。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりです。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 255円91銭 245円42銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

17,401 16,687

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

17,401 16,687

普通株式の期中平均株式数(千株) 67,998 67,998
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

（剰余金の配当）

第70期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当については、平成27年11月４日開催の取締役

会において、平成27年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議

しました。

(1) 配当金の総額 2,243百万円

(2) １株当たりの金額 33円00銭

(3) 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成27年11月30日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年２月５日

テイ・エス テック株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   加   藤   博   久   印

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   森   田   健   司   印

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   倉   本   和   芳   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているテイ・エス

テック株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成27年10月

１日から平成27年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年12月31日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、テイ・エス テック株式会社及び連結子会社の平成27年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

テイ・エス　テック株式会社(E02380)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

